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学問の自由思想の発達と教育制度の変遷

工藤市兵衛

The Developement of academic freedom and 

Changes and transitions of educatinal Systems. 

Ichibei kudo 

We will examine thoroughly the theory of changes in academic liberty， educational 

systems， befor the M巴ijiera and before and after the Second W ordl War. 

明治時代以前の教育と第二次大戦後の学問の自由

思想の変遷の概要について検討した。
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学
問
の
自
由
思
想
の
発
達
と
教
育
制
度
の
変
遷

一
。
古
代
の
教
育

学問の自由思想、の発達と教育制度の変遷

教
育
は
人
間
生
活
の
起
源
と
同
じ
噴
始
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
経
験
は
教

育
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
継
承
さ
れ
、
そ
れ
が
精
錬
さ
れ
創
造
が
加
え
ら
れ
て
発
展
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
言
葉
に
よ
り
伝
達
さ
れ
、
粘
土
、
し
つ
く
い
等
へ
の
印
を
付
し

た
こ
と
か
ら
段
々
文
字
が
出
来
、
使
用
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
急
速
に
発
展
し
、
そ
れ

と
共
に
計
画
的
、
組
織
的
教
育
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
出
来

る
①
。我

が
園
で
は
支
那
及
び
朝
鮮
等
か
ら
各
種
文
化
が
伝
わ
り
教
育
も
更
に
進
展
し
た

と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。

と
こ
ろ
で
教
育
は
学
校
発
生
前
に
す
で
に
行
な
わ
れ
て
お
り
学
校
経
営
以
前
に
お

い
て
も
学
校
以
外
の
場
所
、
即
ち
学
校
外
施
設
で
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と

が
出
来
る
。
今
日
で
も
企
業
そ
の
他
の
施
設
で
多
く
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
名

実
と
も
に
学
校
の
原
型
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
大
宝
律
令
(
律
は
刑
法
、
令
は

行
政
法
)
の
う
ち
学
令
(
二
十
二
条
)
に
定
め
ら
れ
た
大
学
と
国
学
の
二
つ
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
は
支
那
の
唐
制
に
倣
っ
た
も
の
で
西
暦
七

O
二
年
大
宝
ニ
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
②
。

古
代
に
お
け
る
学
校
は
官
吏
養
成
を
目
的
と
し
た
高
等
教
育
機
関
と
し
て
設
け
ら

れ
た
。
こ
の
官
吏
養
成
に
初
め
て
着
目
し
た
の
が
聖
徳
太
子
で
、
そ
の
寸
十
七
条
の

憲
法
L

が
官
吏
の
あ
り
方
を
説
い
て
い
る
。
時
に
紀
元
六

O
年
で
あ
っ
た
③
。

二
。
中
世
の
教
育

工

藤

市

兵

衛

十
二
世
紀
末
期
の
い
わ
ゆ
る
源
平
争
乱
に
よ
り
鎌
倉
幕
府
は
滅
亡
し
律
令
体
制
が

崩
壊
し
、
旧
体
制
を
精
神
的
に
支
え
た
仏
教
界
に
お
い
て
も
新
風
が
吹
き
始
め
又
、

武
家
社
会
で
は
武
芸
や
武
士
道
の
修
得
が
一
門
や
家
庭
内
の
教
育
と
し
て
行
な
わ

れ
、
学
問
に
専
心
し
た
の
は
学
者
と
僧
侶
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。
又
武
士
・
兵
士

を
農
村
、
農
業
か
ら
引
き
離
し
、
統
治
と
戦
争
を
専
門
と
す
る
者
の
集
団
に
編
成
し

た
④
。又

寺
院
は
次
第
に
庶
民
の
子
弟
に
初
等
教
育
を
施
す
も
の
が
多
く
な
り
、
室
町
時

代
に
は
児
童
の
寸
寺
入
り
L

新
仏
教
の
普
及
な
ど
が
そ
の
発
達
を
促
し
初
歩
的
な
読

み
書
き
の
手
ほ
ど
き
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
は
後
の
寺
子
屋
の
芽
生
え
と
云
う
こ
と
が

出
来
る
。

教
育
施
設
と
し
て
は
中
世
で
は
武
州
(
神
奈
川
県
〉
の
金
沢
文
庫
と
下
野
(
栃
木

県
〉
の
足
利
学
校
が
有
名
で
あ
る
⑤
。

又
天
文
十
八
年

(
1
5
4
9
年
)
に
は
宣
教
師
が
多
数
渡
来
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を

伝
え
た
⑥
。

1 

三
。
近
世
の
教
育

江
戸
時
代
と
な
る
と
武
家
の
学
校
と
し
て
徳
川
幕
府
直
轄
の
学
校
、
各
藩
の
学
校

と
し
て
の
藩
校
、
又
庶
民
の
学
校
と
し
て
寺
子
屋
(
寺
小
屋
〉
が
見
ら
れ
郷
学
や
郷

校
、
私
塾
な
ど
も
設
け
ら
れ
た
⑦
。

こ
れ
ら
各
種
の
教
育
施
設
は
明
治
以
降
の
近
代
学
校
の
素
地
と
な
っ
た
。

寺
子
屋
は
は
じ
め
僧
侶
の
手
に
よ
っ
て
教
え
た
の
で
こ
の
称
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

後
に
は
浪
人
、
医
師
、
富
豪
な
ど
が
寺
と
相
並
ん
で
寺
以
外
の
場
所
で
教
え
る
よ
う



に
な
り
、
我
が
国
中
世
以
来
の
庶
民
教
育
機
関
と
な
り
、
所
謂
、
読
み
書
き
、

パ
ン
を
授
け
た
。
寺
子
屋
経
営
者
の
身
分
に
つ
い
て
の
年
次
調
査
は
次
の
様
で
あ
る
。

ソ

ロ
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寺子屋経営者の身分についての年次調愛

平成 5年，第28号A，告
け
だ
し
寺
子
屋
の
名
称
は
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
に
は
い
っ
て
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の

畑
で
あ
ろ
う
。
又
、
寺
子
屋
で
教
え
ら
れ
た
の
で
寺
子
屋
の
字
も
見
ら
れ
る
⑧
。

研学大
四
。
近
代
教
育
制
度
の
創
始
と
学
制

強
大
政
奉
還
の
行
な
わ
れ
た
の
は
慶
応
三
年

(
1
8
6
7
年
)
十
月
で
あ
り
十
二
月

間
九
日
に
は
王
政
復
古
の
大
号
令
が
あ
り
維
新
政
府
は
翌
四
年
(
明
治
元
年
)
一
一
一
月
、

五
ヶ
条
の
御
誓
文
を
発
布
し
た
⑨
。

明
治
五
年
に
学
制
を
領
布
し
て
以
来
、
百
二
十
年
に
及
ん
だ
こ
の
教
育
制
度
の
創

始
は
、
我
が
国
の
教
育
史
上
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
近
代
教
育
制
度
の
基
本
を
定

め
、
今
日
の
我
が
国
の
繁
栄
の
大
き
な
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
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江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
多
く
の
藩
は
藩
校
を
設
け
る
よ
う
に
な
り
、
幕
末
に
は
全

国
の
藩
校
は
二
七

O
ほ
ど
に
達
し
て
い
た
が
二
六
藩
で
設
立
改
革
さ
れ
た
と
言
わ
れ

る
。
ま
た
、
庶
民
も
寺
小
屋
で
子
弟
に
学
業
を
修
め
さ
せ
、
読
み
書
き
、
そ
ろ
ば
ん

の
学
業
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
又
京
都
府
、
市
内
各
町
組
も
小
学
校
を
建
営
す
べ
き

旨
申
渡
し
た
。

維
新
政
府
は
、
成
立
直
後
か
ら
教
育
改
革
の
方
策
を
作
る
こ
と
に
努
め
、
学
校
開

設
の
計
画
を
立
て
、
学
校
の
設
置
を
奨
励
し
た
。
明
治
四
年
七
月
、
文
部
省
が
設
置

さ
れ
る
と
た
だ
ち
に
近
代
学
校
制
度
の
立
案
に
着
手
し
た
。
又
木
戸
孝
充
は
欧
米
風

の
学
校
制
度
を
実
施
す
る
よ
う
強
調
し
た
。

明
治
五
年
に
公
布
さ
れ
た
学
制
に
よ
り
、
我
が
国
で
は
は
じ
め
て
学
校
教
育
制
度

が
聞
か
れ
た
。

明
治
五
年
八
月
三
日
の
太
政
官
布
告
に
よ
る
と
寸
以
後
一
般
の
人
民
華
士
族
農
工

商
か
婦
女
子
し
は
必
ず
学
校
に
入
学
す
べ
き
も
の
と
し
、
近
代
的
な
教
育
を
推
進
す

る
た
め
の
、
四
民
平
等
@
機
会
均
等
の
教
育
制
度
を
樹
立
し
た
⑪
。

学
制
の
各
章
(
現
在
の
条
)
は
、
そ
の
多
く
が
学
校
制
度
の
体
系
を
決
定
し
、
こ

れ
を
実
施
す
る
行
政
組
織
を
作
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
学
校
は
=
一
等
に
区
分
す
、

即
ち
大
学
、
中
学
、
小
学
と
し
た
。
小
学
校
は
八
年
制
で
上
下
二
等
と
す
と
な
っ
て

お
り
、
学
校
制
度
の
基
礎
と
な
る
教
育
を
施
す
機
関
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
者
が
入

学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
校
と
さ
れ
て
い
た
。

中
学
は
小
学
校
を
経
た
る
者
が
入
学
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
中
学
に
も
工
学
学
校
、

商
学
学
校
、
通
弁
学
校
、
農
業
学
校
、
法
民
学
校
な
ど
の
種
別
が
あ
っ
た
。
下
等
中

学
教
科
と
し
て
簿
記
法
、
上
等
中
学
教
科
と
し
て
簿
記
法
お
よ
び
経
済
学
が
掲
げ
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
普
通
の
学
校
と
し
て
教
育
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る。

2 

さ
ら
に
、
教
員
養
成
の
た
め
に
師
範
学
校
を
設
け
た
。
卒
業
生
を
教
師
と
し
て
小

学
校
へ
派
遣
す
る
方
策
は
、
そ
れ
ま
で
に
は
全
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
制

実
施
に
当
た
っ
て
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
教
育
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
教
師
を
養
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成
す
る
こ
と
は
、
緊
急
の
問
題
と
し
て
学
制
実
施
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
た
め
ま
ず
東
京
に
師
範
学
校
を
開
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
は
明
治
五
年
五

月
で
あ
っ
て
、
学
制
公
布
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
我
が
国
に
お
け
る
教
育

養
成
学
校
の
最
初
の
試
み
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
教
育
を
受
け
た
教
師
を
府
県
に
配
置

し
て
、
地
方
の
教
員
養
成
機
関
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

又
文
部
省
は
官
費
に
よ
る
海
外
留
学
生
の
派
遣
を
進
め
る
一
方
、
一

O
年
に
東
京

医
学
校
と
東
京
開
成
学
校
を
合
併
し
て
東
京
大
学
と
し
た
。
そ
の
他
、
新
し
い
技
術

や
制
度
の
導
入
を
目
指
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
担
当
す
る
省
庁
に
も
専
門
教
育
機

関
が
設
置
さ
れ
た
⑪
。

我
が
固
に
お
け
る
最
初
の
組
織
的
商
業
教
育
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
は
、

明
治
七
年
七
月
大
蔵
省
銀
行
課
内
に
開
設
さ
れ
た
銀
行
学
局
で
あ
る
。
明
治
二
十
六

年
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
こ
こ
か
ら
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
。

つ
い
で
、
明
治
八
年
八
月
商
法
講
習
所
が
、
森
有
札
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
こ

こ
に
は
じ
め
て
洋
式
商
業
教
育
を
行
な
い
、
こ
れ
が
明
治
十
八
年
文
部
省
に
移
管
さ

れ
、
東
京
高
等
商
業
学
校
と
な
り
(
後
の
東
京
商
科
大
学
〉
、
現
在
の
一
橋
大
学
の
前

身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
⑫
。

東
京
商
法
講
習
所
の
創
設
に
刺
激
さ
れ
、
明
治
十
一
年
一
月
に
は
神
戸
商
業
講
習

所
が
兵
庫
県
に
は
じ
め
て
公
立
と
し
て
関
所
さ
れ
、
一
般
内
国
商
業
に
必
要
な
知
識

を
授
け
た
。

ま
た
、
明
治
十
一
年
三
月
、
岩
崎
家
経
営
に
か
か
る
三
菱
会
社
は
三
菱
商
業
学
校

を
東
京
に
設
立
し
、
洋
式
商
業
教
育
を
施
し
た
。

さ
ら
に
、
明
治
十
三
年
、
大
阪
に
お
い
て
も
、
大
阪
商
業
講
習
所
が
〈
大
阪
市
立

商
大
、
現
在
の
大
阪
市
立
大
学
の
前
身
)
五
代
友
厚
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
ま
た
翌

明
治
十
四
年
に
は
横
浜
商
法
学
校
が
、
小
野
金
六
に
よ
っ
て
開
校
さ
れ
る
に
い
た
っ

た
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
学
校
体
系
が
整
う
こ
と
と
な
っ
た
。

学問のiヨrh思想の発達と教育制度の変遷

五
。
近
代
教
育
制
度
の
確
立
と
整
備

か
く
て
明
治
十
二
年
教
育
令
の
発
布
と
な
り
、
明
治
十
三
年
に
改
正
法
が
施
行
さ

れ
、
明
治
十
八
年
内
閣
制
度
が
創
設
さ
れ
、
文
部
省
に
初
め
て
文
部
大
臣
が
任
命
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
森
有
札
が
着
任
し
た
。
森
文
部
大
臣
は
学
校
制
度
全
般
に
わ
た

る
改
革
を
断
行
し
、
基
本
と
な
る
近
代
学
校
の
体
系
を
作
り
あ
げ
た
。
二
十
年
代
の

後
半
に
井
上
毅
が
文
部
大
臣
と
な
り
、
学
校
制
度
改
革
の
後
を
受
け
て
、
実
業
教
育
、

女
子
中
等
教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
改
革
を
行
っ
た
。
我
が
国
に
お
け
る
近
代
学
校
制

度
の
基
礎
が
此
の
時
代
に
確
立
し
た
。

さ
ら
に
明
治
三
十
年
代
後
半
に
は
、
小
学
校
令
、
高
等
学
校
令
、
実
業
学
校
令
、

師
範
教
育
令
な
ど
を
定
め
、
三
十
六
年
の
専
門
学
校
令
を
も
っ
て
高
等
教
育
の
た
め

の
専
門
教
育
を
施
す
諸
学
校
が
制
度
化
さ
れ
た
。
更
に
高
等
学
校
令
、
帝
国
大
学
令

と
を
も
っ
て
近
代
学
校
の
全
制
度
体
系
が
確
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
明
治
五
年

の
学
制
に
よ
っ
て
出
発
し
た
学
校
制
度
は
三
十
年
を
経
て
近
代
学
校
と
し
て
の
体
系

を
と
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
学
制
改
革
に
至
ま
で

の
学
校
体
系
は
安
定
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

左
に
明
治
四
十
一
年
及
び
大
正
八
年
当
時
の
学
校
系
統
図
を
示
す
⑬
。

3 
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ハ
。
戦
時
化
に
お
け
る
教
育

学問の自由思想の発達と教育制度の変遷

芦
溝
橋
事
件
を
発
端
に
突
如
と
し
て
起
こ
っ
た
支
那
事
変
は
、
昭
和
一
二
年
七
月

七
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
国
内
各
方
面
の
新
体
制
を
要
求
し
、
統
制
は
強
化

さ
れ
、
産
業
界
も
ま
た
未
曾
有
の
変
革
を
き
た
し
た
。

昭
和
二
ニ
年
一
二
月
文
部
省
に
設
置
さ
れ
た
教
育
審
議
会
は
実
業
学
校
を
解
体
し

て
、
中
等
教
育
を
中
学
校
一
本
に
二
冗
化
す
る
と
い
う
、
問
題
が
採
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
間
題
に
対
し
て
は
実
業
学
校
か
ら
猛
烈
な
反
対
が
あ
っ
て
取
り
止
め
に
な
っ
た

が
、
昭
和
一
五
年
一
二
月
九
日
、
文
部
省
実
業
学
務
局
長
の
通
牒
を
も
っ
て
、
「
実
業

学
校
卒
業
者
ノ
上
級
学
校
進
学
ニ
関
ス
ル
件
し
と
い
う
主
題
で
、
商
業
学
校
か
ら
の

上
級
進
学
へ
の
制
限
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
制
限
は
、
商
業
学
校
へ
多
大
の
衝
動
を

招
い
た
。
こ
の
進
学
制
限
は
、
戦
時
中
商
業
教
育
を
奈
落
の
底
へ
陥
れ
た
第
一
歩
で

あ
り
、
商
業
は
生
産
し
な
い
搾
取
業
だ
と
云
わ
れ
た
。

つ
い
で
、
昭
和
一
八
年
四
月
実
施
の
中
等
学
校
修
業
年
限
一
年
短
縮
の
四
年
制
実

業
学
校
の
新
制
度
は
教
育
課
程
に
大
な
る
改
変
が
行
な
わ
れ
、
例
え
ば
商
業
教
科
の

な
か
に
商
の
字
が
ほ
と
ん
ど
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
一
事
を
み
て
も
、
当
時

軍
需
生
産
、
わ
け
て
も
航
空
機
増
産
の
一
途
の
目
的
の
た
め
に
、
工
業
技
術
教
育
の

振
興
を
強
調
す
る
に
急
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
経
営
な
い
し
事

務
の
教
育
す
な
わ
ち
実
業
教
育
の
重
要
性
を
忘
れ
た
当
時
の
風
潮
の
一
端
を
示
し
て

あ
ま
り
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
文
部
省
は
一
八
年
学
術
研
究
会
議
を
改
組
し
、

人
文
科
学
部
門
を
加
え
研
究
動
員
委
員
会
を
設
け
、
学
術
研
究
動
員
の
中
心
機
関
と

し
た
。更

に
時
局
の
急
迫
は
い
よ
い
よ
激
し
く
、
圏
内
情
勢
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
昭
和

一
八
年
六
月
、
「
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要
綱
」
が
発
表
さ
れ
、
つ
づ
い
て
九
月
に

は
文
科
系
学
徒
の
徴
兵
延
期
の
取
消
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
諸
学
校
の
整
理
統
合
の
方

向
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
十
月
に
は
「
教
育
に
関
す
る
戦
時
非
常
措
置
方
策
L

(
発
国
四
七
四
号
十
月
二
三
日
文
部
次
官
よ
り
各
地
方
長
官
宛
通
牒
)
が
発
表
さ
れ
、

昭
和
一
九
年
四
月
か
ら
男
子
商
業
学
校
は
工
業
@
農
業
な
い
し
女
子
商
業
学
校
へ
転

換
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
整
理
縮
小
さ
れ
る
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
男
子
商
業
学
校
は
昭
和
一
九
年
四
月
か
ら
工
業
学
校
そ
の
他

に
転
換
し
て
、
施
設
@
設
備
も
な
く
、
ま
た
教
師
も
な
い
、
ま
っ
た
く
名
目
の
み
の

工
業
学
校
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
幸
か
不
幸
か
同
年
四
月
早
々
商
業
学
校
を
含
む

実
業
学
校
上
級
生
の
航
空
機
生
産
の
た
め
の
勤
労
動
員
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、
こ
の

工
業
学
校
転
換
に
よ
る
幾
多
の
問
題
も
解
消
し
て
商
業
学
校
に
お
い
て
は
下
級
生
の

た
め
の
若
干
の
商
業
教
育
が
行
な
わ
れ
る
の
み
と
な
り
、
こ
え
て
二

O
年
の
終
戦
に

い
た
る
ま
で
勤
労
動
員
は
つ
づ
け
ら
れ
、
商
業
教
育
は
ま
っ
た
く
地
を
払
う
に
い

た
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
女
子
事
務
員
の
需
要
お

よ
び
女
子
商
業
学
校
の
存
置
の
措
置
に
よ
っ
て
、
大
い
に
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。

学
徒
動
員
の
た
め
工
場
で
働
く
他
、
学
校
を
工
場
と
し
て
使
用
す
る
「
学
校
工
場
し

と
云
う
名
称
が
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

5 

七
。
教
育
改
革
と
新
教
育
制
度

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
イ
タ
リ
ア
、
つ
い
で
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た
後
も
我
が
国
は

最
後
ま
で
頑
張
っ
た
が
、
昭
和
二

O
年
八
月
六
日
お
よ
び
九
日
の
広
島
お
よ
び
長
崎

に
落
さ
れ
た
二
回
に
わ
た
る
原
子
爆
弾
(
当
時
の
新
聞
は
新
型
爆
弾
と
称
し
た
)
の

被
害
が
言
語
に
絶
し
た
こ
と
と
ソ
ビ
エ
ト
の
参
戦
に
よ
っ
て
、
無
条
件
降
伏
の
や
む

な
き
に
い
た
り
、
連
合
国
軍
の
大
勝
利
に
帰
し
て
終
局
、
を
告
げ
た
。

終
戦
後
、
直
ち
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
拠
下
に
お
か
れ
、
武
装
解
除
、
財
閥
の
解
体
、

農
地
改
革
な
ど
そ
の
他
我
が
国
従
来
の
諸
制
度
。
組
織
の
大
改
廃
が
あ
ら
ゆ
る
方
面

で
行
な
わ
れ
、
そ
の
中
で
は
教
育
改
革
は
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

教
育
制
度
の
大
改
革
は
、
こ
れ
を
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
に
お

け
る
近
代
教
育
の
発
展
を
妨
げ
て
い
た
過
去
の
中
央
集
権
主
義
に
よ
る
国
家
主
義

8

画
一
主
義
の
教
育
を
捨
て
て
、
平
和
主
義
@
民
主
主
義
@
地
方
分
権
主
義
に
よ
っ
て
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教
育
を
行
な
お
う
と
す
る
自
由
主
義
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。

教
育
の
改
革
は
昭
和
二
一
(
一
九
四
六
)
年
三
月
と
昭
和
二
五
(
一
九
五

O
)
年

八
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
が
来
朝
し
て
、
我
が
国
教
育
の

状
況
を
詳
さ
に
視
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
書
を
作
成
し
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

マ
ツ
カ
l
サ

l
に
提
出
し
、
そ
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
具
体
的
に
行
な
わ
れ
た
。
す

な
わ
ち
6
a
3
制
の
採
用
、
教
育
観
な
い
い
教
育
主
義
の
根
本
的
変
革
、
教
育
内
容

お
よ
び
教
育
方
法
の
改
造
な
ど
、
教
育
の
す
べ
て
の
面
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
を
要

す
る
に
、
我
が
国
に
長
く
行
な
わ
れ
た
従
来
の
教
育
を
廃
止
し
て
、
ア
メ
リ
カ
式
教

育
を
輸
入
し
、
こ
れ
を
直
ち
に
実
施
し
た
の
で
あ
る
⑪
。

ア
メ
リ
カ
式
教
育
に
は
も
ち
ろ
ん
ょ
い
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
情
の
違

う
我
が
固
に
無
条
件
に
採
用
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
終
戦
直
後
の
教
育
の
混
乱

は
思
い
な
か
ば
に
す
ぎ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
商
業
教
育
に
お
い
て
も
、
終
戦
後
に
お

け
る
混
乱
は
、
き
わ
め
て
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

戦
時
中
、
男
子
商
業
学
校
が
、
工
業
学
校
な
い
し
農
業
学
校
も
し
く
は
女
子
商
業

学
校
に
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
昭
和
二

O
年
十
月
再
転
換
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
(
昭
和
二

O
年
十
月
八
日
、
男
子
中
等
学
校
ヨ
リ
転
換
セ
ル
諸
学
校
ノ
取
扱

一
一
関
ス
ル
件
)
。
ま
た
、
翌
一
二
年
に
は
修
業
年
限
も
ま
た
一
か
年
延
長
さ
れ
て
五
か

年
の
商
業
学
校
が
復
活
し
た
。

敗
戦
直
後
の
虚
脱
状
態
に
あ
っ
た
工
業
学
校
は
、
一
年
有
七
か
月
、
施
設
@
設
備

の
な
い
ま
ま
に
形
と
名
前
だ
け
を
工
業
学
校
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
再
転

換
の
通
牒
に
よ
っ
て
再
び
商
業
教
育
へ
の
復
帰
を
求
め
、
欣
然
と
し
て
商
業
学
校
へ

転
換
す
る
学
校
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
い
ろ
い
ろ
の
関
係
で
そ
の
ま

ま
工
業
学
校
と
し
て
残
る
も
の
、
あ
る
い
は
転
換
し
た
女
子
商
業
学
校
と
し
て
商
業

教
育
を
行
な
う
も
の
な
ど
も
あ
っ
た
。

戦
後
の
教
育
制
度
の
改
革
は
着
々
進
行
し
て
、
昭
和
二
二
年
四
月
か
ら
6
@
3
@

3
@
4
制
に
よ
る
新
制
中
学
校
が
発
足
し
、
翌
二
三
年
四
月
か
ら
新
制
高
等
学
校
が

出
発
し
、
さ
ら
に
翌
二
四
年
四
月
か
ら
新
制
大
学
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
新
制
度
は
、
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従
来
の
複
線
型
学
校
体
系
を
改
め
単
線
型
と
し
た
点
に
特
徴
が
あ
り
、
従
来
普
通
教

育
と
実
業
教
育
と
を
二
次
元
的
に
取
り
扱
っ
て
き
た
も
の
を
制
度
上
二
克
化
し
た
こ

と
で
あ
り
、
従
来
の
商
業
学
校
は
、
新
制
中
学
校
の
基
礎
の
上
に
た
つ
新
制
商
業
高

等
学
校
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
教
育
改
革
を
行
な
う
に
当
た
っ
て
基
本
と
な
る
教
育
の
理
念
や
改
革
の
実
施

の
方
策
は
新
し
い
民
主
的
な
方
法
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
最
も

基
本
と
な
る
も
の
が
日
本
国
憲
法
で
あ
り
こ
の
中
で
教
育
に
関
す
る
条
文
が
掲
げ
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
具
体
的
な
教
育
の
目
標
や
細
か
な
ね
ら
い
を
示
す
「
教
育
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
た
。

教
育
基
本
法
で
は
教
育
の
目
標
や
教
育
実
践
の
基
本
と
な
る
考
え
方
が
条
文
と
し

て
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
教
育
基
本
法
の
も
と
に
「
学
校
教
育
法
」
、
「
社
会
教

育
法
ヘ
「
教
育
委
員
会
法
L

な
ど
の
立
法
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
が
新
し
い
教
育
の
体

制
の
基
本
と
な
っ
た
。

新
し
い
教
育
制
度
の
う
ち
も
っ
と
も
顕
著
な
も
の
は
6
@
3
@
3
@
4
制
の
学
校

体
系
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
学
校
体
系
の
改
革
は
小
学
校
か
ら
大
学
に
及

ぶ
す
べ
て
の
学
校
体
系
の
改
革
で
あ
っ
て
、
明
治
五
年
に
学
制
が
敷
か
れ
て
以
来
の

大
き
な
改
革
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
八
年
で
あ
っ
た
小
学
校
を
六
年
と
し
、
初
等
教
育

制
度
の
一
部
で
あ
っ
た
国
民
学
校
高
等
科
と
定
時
制
の
青
年
学
校
と
を
、
中
等
学
校

の
は
じ
め
の
三
年
と
を
合
わ
せ
て
、
新
制
中
学
校
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
実
業
学
校
の
三
つ
は
、
単
一
の
三
年
制
の
高
等
学
校
に
改
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
五
年
制
の
中
学
校
は
は
じ
め
の
三
年
ま
で
が
中
学
校
と
な
り
、
あ
と

の
二
年
に
一
年
を
加
え
て
三
年
制
の
高
等
学
校
と
し
た
。
所
謂
新
制
の
学
校
制
度
が

生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

6 

又
高
等
学
校
設
置
に
つ
い
て
は
、
学
区
制
、
男
女
共
学
制
、
総
合
制
と
い
う
三
原

則
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
高
等
学
校
は
中
学
校
を
卒
業
し
、
入
学
を
希
望
す
る
者
は

な
る
べ
く
多
く
入
学
さ
せ
る
方
針
で
あ
っ
た
の
で
、
様
々
な
希
望
を
持
っ
た
生
徒
が

入
学
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
た
め
公
立
高
等
学
校
に
は
普
通
課
程
、
職
業
課
程
を
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設
け
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
経
営
す
る
総
合
制
高
校
を
奨
励
し
た
。
ま
た
、
定
時
制
、

通
信
制
な
ど
も
併
置
し
て
、
後
期
中
等
教
育
の
機
会
を
充
実
さ
せ
た
。

一
方
、
高
等
教
育
機
関
も
新
制
度
の
理
念
に
基
づ
い
て
大
き
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。

更
に
単
位
高
等
学
校
(
学
年
制
を
と
ら
な
い
)
等
も
数
は
少
な
い
が
新
し
く
発
足
し

た。
旧
制
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
は
、
大
学
、
大
学
予
科
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、

高
等
師
範
学
校
、
女
子
高
等
師
範
学
校
、
青
年
師
範
学
校
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は

単
一
の
四
年
制
の
大
学
に
改
編
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
短
い
期
間
で
高
等
教
育
を
受
け
た
い
と
す
る
要
望
も
あ
っ
て
、
昭
和
二
四

i

年
に
は
短
期
大
学
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。
又
昭
和
三
七
年
に
至
り
中
学
卒
業
者
に

峨
五
年
間
の
一
貫
教
育
を
行
う
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
高
等
専
門
学
校
が
新
設
さ
れ

糊
た
。
更
に
専
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学
校
が
一
九
七
五
年
の
学
校
教
育
法
改
正
(
昭
五

O

法
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号
)

舗
に
よ
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て
付
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え
ら
れ
た
。

一
配
な
お
、
大
学
の
通
信
制
@
夜
間
制
も
制
度
と
し
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認
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れ
、
高
等
教
育
を
受
け

峨
る
機
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も
急
速
に
拡
充
さ
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た
。
さ
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に
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が
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、
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の
上
に
修
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関
課
程
@
博
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課
程
(
博
土
課
前
期
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後
期
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が
お
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れ
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と
に
な
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た
。

帥
新
し
い
教
育
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度
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体
系
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左
記
図
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示
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れ
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よ
う
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整
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に
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⑬
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〉

④
前
掲
書

二
O
二
頁
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井
上
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岩
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書
庖

著

岩
波
書
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八
八
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